
出雲市立窪田小学校 心に残る文化財子ども塾 

 

 ５月２４日（金）には、出雲市立窪田小学校に伺いました。６年生１０名のみなさんです。２校時に

は古代の一窪田の歴史について学び、横穴墓から出土した本物の土器を観察しながら、いにしえ

の人びとの暮らしを想像してもらいました。３校時にはまが玉作りを体験しました。やすりなどで素

材の石をまが玉の形に整えていって、最後は磨いて本物のようにピカピカにして完成です。古代

の人びとのまが玉にこめた想いにも触れることができました。学校のふだんの授業ではなかなか

できないこういう体験活動を通して、歴史や文化、文化財に興味を持ってくれると嬉しいですね。 

 

  

▲風土記や古墳など地域の歴史を学びました。  ▲本物の土器をじっくり観察します。 

  

▲まが玉の由来や歴史についてのお話です。  ▲削るとだんだんまが玉の形になっていきます。 

 

【学習後の感想】 

○やすりでみがいたりすることが楽しかった。 

○できた時は達成感がありうれしかった。 

○講師の方々がとてもわかりやすくまが玉の作り方を教えてくださってとてもいいまが玉ができた。 

○昔の文化にふれることができたので、心に残った。 

○昔の人たちの苦労が分かった。 

出雲市立窪田小学校６年生の皆さん、先生方、ありがとうございました！ 


